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子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

な
活
動
拠
点
（
居
場
所
）
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
�

　
放
課
後
や
週
末
な
ど
に
小
学

校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
活
用
し
、

地
域
の
方
々
の
参
画
を
得
て
、

共
に
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
、
地
域
住
民
と
の
交
流
活

動
な
ど
の
取
組
み
を
実
施
す
る

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
」
の
導
入
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
�

　
今
日
ま
で
努
力
さ
れ
て
き
た

既
存
の
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

の
協
力
も
大
切
と
考
え
る
が
。
�

���　
少
子
化
対
策
や
防
犯
対
策
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
と

い
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
�

　
「
学
童
保
育
事
業
」
と
「
放

課
後
子
ど
も
教
育
推
進
事
業
」

は
、
同
じ
敷
地
内
で
実
施
さ
れ
、

時
間
帯
も
重
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
双
方
の
位
置
づ
け
が
大

変
難
し
い
。
学
童
保
育
事
業
は

平
成
１９
年
度
は
従
来
と
同
様
に

運
営
し
て
い
き
ま
す
。
�

���　
幼
稚
園
も
保
育
所
も
、
就
学

前
の
子
ど
も
が
通
う
施
設
で
す

が
、
目
的
や
対
象
者
、
預
か
り

時
間
や
負
担
は
異
な
り
ま
す
。
�

　
就
学
前
の
全
て
の
子
ど
も
を

対
象
に
、
児
童
教
育
と
保
育
の

両
方
を
提
供
し
、
親
が
働
い
て

い
る
か
ど
う
か
は
問
わ
ず
、
幼

稚
園
の
よ
う
な
短
時
間
利
用
に

も
保
育
所
の
よ
う
な
長
時
間
利

用
に
も
対
応
す
る
「
認
定
こ
ど

も
園
」
を
本
町
も
導
入
す
べ
き
。
�

����　
定
員
枠
を
超
え
て
弾
力
的
受

け
入
れ
に
よ
り
、
待
機
児
童
ゼ

ロ
で
推
移
し
て
い
る
現
状
で
は

先
に
保
育
所
の
定
員
拡
大
を
す

る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
�

　
保
育
所
型
「
認
定
こ
ど
も
園
」

の
導
入
は
現
状
で
は
見
込
め
ま

せ
ん
。
ま
た
、
幼
稚
園
は
近
隣

市
町
に
先
駆
け
て
３
歳
児
か
ら

受
け
入
れ
て
お
り
、
待
機
児
童

も
い
な
い
こ
と
か
ら
早
急
に
導

入
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

���　
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や

地
下
核
実
験
な
ど
は
６０
年
以
上

前
の
空
か
ら
の
敵
の
攻
撃
「
空

襲
」
の
再
現
を
現
実
の
も
の
と

し
か
ね
な
い
恐
ろ
し
い
も
の
。
�

　
近
未
来
に
予
想
さ
れ
る
大
型

地
震
の
発
生
１０
秒
前
に
発
せ
ら

れ
る
警
報
の
住
民
周
知
を
含
め

た
警
報
の
整
備
の
実
態
は
。
�

����　
平
成
１６
年
に
施
行
さ
れ
た
「
国

民
保
護
法
」
に
基
づ
く
町
の
責

務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
保
護
に
関
す
る
計
画
の

趣
旨
、
構
成
な
ど
に
つ
い
て
定

め
た
「
播
磨
町
国
民
保
護
計
画
」

を
今
年
度
中
に
策
定
。
大
型
地

震
の
警
報
は
地
震
発
生
１０
秒
前

で
住
民
に
伝
え
る
こ
と
は
ほ
ぼ

不
可
能
と
考
え
る
。
�
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最
近
、
い
じ
め
に
よ
り
将
来

の
あ
る
若
い
命
を
自
ら
が
絶
つ

と
い
う
、
哀
し
い
自
殺
事
件
の

報
道
が
連
日
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
。
い
じ
め
を
な
く
す
た
め

に
は
、
学
校
教
育
で
人
を
大
切

に
す
る
、
友
を
大
切
に
し
て
命

を
大
切
に
す
る
教
育
は
重
要
。
�

　
現
在
、
播
磨
町
人
権
教
育
基

本
方
針
に
基
づ
く
人
権
教
育
を
、

学
校
・
園
に
お
い
て
、
ど
う
実

践
し
て
い
る
の
か
。
�

　
ま
た
、
「
人
権
を
確
か
め
あ

う
日
」
の
取
り
組
み
は
。
�

���　
人
権
教
育
を
、
あ
ら
ゆ
る
教

育
活
動
に
位
置
づ
け
る
た
め
年

間
指
導
計
画
を
作
成
し
、
幼
・

小
・
中
学
校
の
人
権
担
当
者
間

で
情
報
交
換
を
行
い
、
発
達
段

階
に
即
し
た
効
果
的
な
指
導
法

の
研
修
を
重
ね
、
教
員
の
資
質

向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
�

　
学
校
園
で
の
取
り
組
み
は
、

人
権
ポ
ス
タ
ー
、
人
権
標
語
、

人
権
作
文
な
ど
を
書
く
こ
と
に

よ
っ
て
身
近
な
人
権
問
題
を
自

分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
機
会

と
し
て
い
る
。
�

　
ま
た
、
本
年
度
か
ら
全
小
学

校
の
４
年
生
と
中
学
校
１
年
生
、

全
教
職
員
、
保
護
者
に
Ｃ
Ａ
Ｐ

研
修
会
を
実
施
し
た
。
�

　
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

の
取
り
組
み
は
、
小
学
校
で
は

「
友
達
を
大
切
に
す
る
日
」
の

名
称
で
、
学
級
会
な
ど
で
人
権

の
大
切
さ
や
い
じ
め
が
な
い
か

問
い
か
け
て
い
る
。
�

���　
自
分
の
進
路
に
向
け
て
本
人

の
自
覚
と
責
任
で
充
実
し
た
中

学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
中

学
校
の
学
校
選
択
制
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
で
審
議
し
て
は
。
�

����　
教
育
再
生
会
議
で
話
題
に
上

が
っ
て
い
る
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー

制
度
と
の
関
係
も
あ
り
、
先
進

的
な
自
治
体
の
成
果
や
問
題
点

に
学
び
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と

検
討
し
た
い
。
�

���　
教
育
長
、
統
括
及
び
教
育
機

関
の
長
の
任
免
に
関
す
る
こ
と

は
、
教
育
委
員
会
の
会
議
に
諮

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ

て
い
る
。
�

　
９
月
２６
日
に
人
事
異
動
の
内

示
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ

９
月
２５
日
に
開
か
れ
た
教
育
委

員
会
の
議
題
に
上
程
さ
れ
ず
に

人
事
異
動
を
専
決
さ
れ
た
の
か
。
�

����　
９
月
２５
日
開
催
の
教
育
委
員

会
臨
時
会
は
、
４
人
の
教
育
委

員
が
任
命
さ
れ
最
初
の
会
で
あ

り
教
育
委
員
長
の
選
挙
、
職
務

代
理
者
の
指
名
、
教
育
長
の
任

命
を
議
題
と
し
て
開
催
し
た
。
�

　
臨
時
会
終
了
後
に
、
町
長
と

教
育
委
員
会
人
事
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
専
決
を

行
っ
た
。
今
後
は
十
分
注
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
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